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課題点

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

収穫時間が圧縮され、収穫以外の作業に時間を割り振る事で、小松菜の品質を高め

る事に成功。しかしながら売上向上、事業拡大とまではつながらなかった。今後

は、どのようにして事業拡大・雇用拡大につなげていくかが課題。

各利用者の進捗状況を表とグラフにし、会議で全員に共有。昨年同月に対しての評価、前月に対しての評価、また利用者の

平均に対しての評価を行う。

　小松菜収穫時は利用者が

各自、時間を報告し合いな

がら作業に従事しています

前年同月比で113％～121％の間で各利用者の収穫速度が向上し

た。（24年3月時点）
収穫時間が圧縮され収穫以外の栽培作業に時間をあてる事で、小松菜の

品質が向上。（22年比で23年は小松菜の加工歩留まりが5.8%向上）

利用者にとってのメ

リット

利用者の知識・能力向上に

係る実施のねらい

労働生産性を向上する事で、事業を拡大し障がいをお持ちの方の追

加雇用を実現する。

個々人の収穫速度を数値化。数値化する事で、速度が可視化され利

用者間での「自己ベストを狙う」「●●さんより早くなる」などの

向上心の醸成と長い収穫時間の中でも持続できる高い集中力の習得

の2点が利用者にとってのメリット。

利用者からの意見・評価

Tさん「他の人の収穫速度が分かる為、自分ももっと早く収穫しようと思う」

Fさん「数字としてまとめてもらえると、日々自分が何杯収穫出来たのか分かり、明日はもっと収穫しようと思える」

住　所 和泉市テクノステージ2-1-10 管理者名 渡辺　　治

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 0725-99-8057 対象年度 R5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） (株)いずみエコロジーファーム　農業生産事業部　三宅　弘晃

利用者のほぼ全員が収穫速度を向上させた。

新規利用者が、年率10％で成長した既存利用者とのランキングに参加する為、最下位から脱する事が難しいという課題も出てきた。

（新規利用者は個別に当人の前月比で評価してはいるが…）

利用者の知識・能力向上に

係る実施の概要

株式会社いずみエコロジーファーム　善正町圃場

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 株式会社いずみエコロジーファームハートランド事業部 事業所番号 2710500881

2023年４月１日～2024年３月３１日

日々の生産活動に於いて、主軸である小松菜の

収穫速度向上のために、利用者個別に収穫時間

を記録。データ化したものを月に1度の会議で

全員に共有し、どうすれば早くなるかを一緒に

考え、収穫速度の底上げを図る。

様式２

月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 前月比 昨年3月比

Nさん 9.04 7.58 6.64 6.94 6.50 6.86 9.37 7.79 7.18

Fさん 8.39 7.46 6.25 6.78 6.53 7.31 7.58 5.27 6.45 5.94 7.51 7.91 8.6 9.4 8.9 7.4 7.38 99.2% 113.2%

TRさん 7.05 6.40 5.78 5.62 5.96 6.18 7.10 6.13 6.17 5.45 7.40 8.02 8.6 8.4 7.2 7.6 6.89 91.3% 115.8%

平均 7.14 6.59 5.65 5.75 5.86 5.53 6.76 5.47 6.54 6.10 7.26 7.6 8.0 7.7 6.9 6.86 99.1% 117.0%

Aさん 6.11 6.85 4.75 5.14 5.47 5.61 6.60 5.67 5.97 5.85 6.7 8.9 7.4 6.9 6.65 96.2% 121.5%

Yさん 5.42 6.7 8.8 8.8 7.1 7.17 100.6%

TNさん 4.6 6.3 5.6 6.19 111.1%

時速（杯）
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